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はじめに：ZSプロジェクトについて
• プロジェクトの目的
–機関リポジトリによるオープン・アクセス（ＯＡ）の効
果を検証する
– 「リポジトリに登録することが新たな引用を引き起
こすか？」
• 参加機関
–京都大学、北海道大学、日本動物学会、筑波大学
etc…
4
はじめに：ZSプロジェクトについて
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ログ分析とは何か？
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133.51.6.132 - - [27/Jul/2008:07:57:01 +0900] GET
/dspace/handle/2433/49548/1/ HTTP/1.1 200 424264 - Mozilla/4.0 
(compatible; MSIE 6.0; Windows NT 5.1; SV1; .NET CLR 1.1.4322;
InfoPath.2; .NET CLR 2.0.50727)
66.249.70.136 - - [01/Jul/2008:04:02:10 +0900] "GET /dspace/simple-
search?query=purification&start=90 HTTP/1.1" 200 32835 "-" 
"Mozilla/5.0 (compatible; Googlebot/2.1; 
+http://www.google.com/bot.html)
・
・
・
133.51.6.132 - - [27/Jul/2008:07:57:01 +0900] GET
/dspace/handle/2433/49548/1/ HTTP/1.1 200 424264 -
Mozilla/4.0 (compatible; MSIE 6.0; Windows NT 5.1; 
SV1; .NET CLR 1.1.4322; InfoPath.2; .NET CLR
2.0.50727) IPアドレス
アクセス先
ファイル名
アクセス
日時
行動の結果
• IPアドレス
– 133.51.6.132
– これだとなんだかよくわからない
↓ nslookup 133.51.6.132
• ドメイン名
– dhcp6-132.slis.tsukuba.ac.jp
–誰のアクセスだかわかるようになる
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ログ分析のメリット・デメリット
• メリット
–自動的に収集できる
–人間の意志が介在しない
• Cf） インタビュー調査／質問紙調査
–サンプリングの必要性がない
• 利用の全数が記録に残っている
（出典：Galyani Moghaddam, Golnessa;  Moballeghi, Mostafa . How 
Do We Measure Use of Scientific Journals?: A Note on Research 
Methodologies. Scientometrics. 2008,  vol.76, no.1, p. 125-133.）
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ログ分析のメリット・デメリット
• デメリット
–ユーザを特定できない
• 同じパソコンを違う人が使う
• 違うパソコンを同じ人が使う
• 図書館では特に起こりうること？？
–ユーザパフォーマンスとシステムパフォーマンス
の区別ができない
• フィルタリングの必要性
（出典：Galyani Moghaddam, Golnessa;  Moballeghi, Mostafa . How Do We 
Measure Use of Scientific Journals?: A Note on Research Methodologies. 
Scientometrics. 2008,  vol.76, no.1, p. 125-133. ）
11
フィルタリングの例
（出典：佐藤義則. 動向レビュー：機関リポジトリの利用統計のゆくえ. カレントアウェアネス. 
2008, (296), p.12-16. （http://current.ndl.go.jp/ca1666, 2008-11-05参照））
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４つのリポジトリのログ分析
• 分析対象とするアクセスログ・・・
–京都大学：KURENAI（コンテンツ数： 28,536件）
–北海道大学：HUSCAP（25,542件）
–筑波大学：Tulips-R（7,899件）
–アジア経済研究所：ARRIDE（640件）
• 分析期間：2008年（１年間）
• 総ダウンロード回数：1,150,813回
14
アクセス元ドメインの内訳（１）
15
ARRIDE HUSCAP
アクセス数 割合 アクセス数 割合
国内(jp) 3,573 31.3% 176,663 60.1%
海外(非jp) 7,835 68.7% 117,202 39.9%
全体 11,408 100.0% 293,865 100.0%
KURENAI Tulips-R
アクセス数 割合 アクセス数 割合
国内(jp) 289,974 64.1% 85,646 78.0%
海外(非jp) 162,108 35.9% 24,187 22.0%
全体 452,082 100.0% 109,833 100.0%
アクセス元ドメインの内訳（２）
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ドメイン ARRIDE HUSCAP
民間（個人） ne、net 4,653 40.8% 127,693 43.5%
民間（団体等） or、org 364 3.2% 14,130 4.8%
大学 ac、edu 2,027 17.8% 59,764 20.3%
企業 co、com 2,062 18.1% 36,723 12.5%
政府 go、gov 122 1.1% 5,015 1.7%
その他 2,180 19.1% 50,540 17.2%
合計 11,408 100.0% 293,865 100.0%
ドメイン KURENAI Tulips-R
民間（個人） ne、net 227,165 50.2% 48,512 44.2%
民間（団体等） or、org 23,316 5.2% 5,795 5.3%
大学 ac、edu 72,576 16.1% 26,407 24.0%
企業 co、com 55,195 12.2% 12,796 11.7%
政府 go、gov 5,209 1.2% 2,408 2.2%
その他 68,621 15.2% 13,915 12.7%
合計 452,082 100.0% 109,833 100.0%
アクセス参照元の内訳
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ARRIDE HUSCAP KURENAI Tulips-R
参照元なし
（直接アクセス）
17.8% 15.5% 15.8% 14.4%
リポジトリ内の
別ページから
17.6% 33.0% 22.7% 4.2%
サーチエンジン 17.8% 48.7% 55.8% 79.8%
うちGoogle 15.6% 44.8% 52.7% 78.6%
その他 46.7% 2.8% 5.8% 1.7%
うちRePEc 40.7% 0.0% 0.0% 0.0%
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
アクセス参照元の内訳
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ARRIDE HUSCAP KURENAI Tulips-R
参照元なし
（直接アクセス）
17.8% 15.5% 15.8% 14.4%
リポジトリ内の
別ページから
17.6% 33.0% 22.7% 4.2%
サーチエンジン 17.8% 48.7% 55.8% 79.8%
うちGoogle 15.6% 44.8% 52.7% 78.6%
その他 46.7% 2.8% 5.8% 1.7%
うちRePEc 40.7% 0.0% 0.0% 0.0%
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
サーチエンジンからのアクセス例
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直接PDFファイル
をクリック
20
リポジトリ内からのアクセス例
このページ
からクリック
著者や掲載紙の
詳細情報
アクセス参照元の内訳
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ARRIDE HUSCAP KURENAI Tulips-R
参照元なし
（直接アクセス）
17.8% 15.5% 15.8% 14.4%
リポジトリ内の
別ページから
17.6% 33.0% 22.7% 4.2%
サーチエンジン 17.8% 48.7% 55.8% 79.8%
うちGoogle 15.6% 44.8% 52.7% 78.6%
その他 46.7% 2.8% 5.8% 1.7%
うちRePEc 40.7% 0.0% 0.0% 0.0%
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
22
文献種別
HUSCAP KURENAI Tulips-R ARRIDE
搭載数 平均 搭載数 平均 搭載数 平均 搭載数 平均
雑誌論文 2,719 45.19 1,413 26.77 929 25.94 242 18.41 
学位論文 343 31.88 300 90.40 6,687 15.43 0 -
紀要論文 22,026 9.85 20,750 21.01 6 19.50 0 -
会議発表論文 132 39.52 174 54.14 48 83.50 0 -
プレゼンテーション 128 41.47 52 29.71 5 20.40 0 -
図書 13 77.00 51 244.08 26 4.12 8 63.13 
テクニカルレポート 0 - 1 20.00 0 - 178 60.88 
研究報告 5 22.40 190 74.53 133 7.32 1 8.00 
一般記事 65 32.46 2,728 11.75 2 20.50 7 10.00 
プレプリント 0 - 0 - 42 2.38 0 -
教材 24 1,304.4 4 41.75 7 286.71 0 -
データ・データセット 0 - 6 36.17 0 - 0 -
ソフトウェア 0 - 2 35.50 0 - 0 -
その他 87 18.53 2,685 10.78 0 - 204 12.95 
合計 25,542 15.56 28,356 21.16 7,885 17.09 640 28.93 
文献タイプごとの平均ダウンロード数（リポジトリ別）
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文献タイプ別ダウンロード数
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記述言語ごとの平均ダウンロード数（全体／リポジトリ別）
日本語 英語 その他
全体
平均 17.3 19.5 28.6 
中央 6.0 5.0 7.0 
HUSCAP 
平均 14.6 17.5 8.7 
中央 4.0 6.0 4.0 
KURENAI 
平均 20.5 20.1 37.2 
中央 7.0 4.0 10.0 
Tulips-R 
平均 15.8 24.2 67.0 
中央 11.0 8.0 67.0 
ARRIDE 
平均 12.2 56.4 -
中央 5.0 41.0 -
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記述言語とアクセス元ドメインの関係（全体／リポジトリ別）
日本語
×JP
日本語
×非JP
英語
×JP
英語
×非JP
全体
平均 12.2 2.0 1.9 10.5 
中央 4.0 1.0 0.0 2.0 
HUSCAP 
平均 10.3 2.1 1.5 9.3 
中央 3.0 1.0 0.0 3.0 
KURENAI 
平均 14.4 1.9 2.4 10.9 
中央 4.0 1.0 1.0 2.0 
Tulips-R 
平均 11.5 2.4 1.5 13.1 
中央 8.0 1.0 1.0 4.0 
ARRIDE 
平均 7.0 3.2 1.9 29.3 
中央 3.0 2.0 1.0 19.0 
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記述言語とアクセス方法の関係
直接DLリポジトリ
内
サーチ
エンジン
その他
全体
平均 2.7 4.4 9.7 0.4 
中央 0.0 2.0 1.0 0.0 
日本語
平均 2.0 5.1 8.9 0.2 
中央 0.0 2.0 1.0 0.0 
英語
平均 3.9 3.0 11.3 0.6 
中央 1.0 1.0 2.0 0.0 
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「数理解析研究所講究録」登録状況
• 総コンテンツ数：11,323件
–うち表紙・目次：635件
–論文：10,688件
•和文：5,398件
•英文：5,286件
•仏文： 4件
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全体及びアクセス元ドメイン種別ごとのＤＬ数（記述言語別）
全体 大学等 企業 民間
論文全体
平均値 5.14 1.13 0.34 1.69 
中央値 3.00 0.00 0.00 1.00 
和文
平均値 6.73 1.61 0.49 2.37 
中央値 4.00 1.00 0.00 1.00 
英文
平均値 3.53 0.65 0.19 1.00 
中央値 2.00 0.00 0.00 0.00 
表紙・目次
平均値 12.48 1.95 0.79 4.60 
中央値 7.00 1.00 0.00 3.00 
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全体及びアクセス元ドメイン種別ごとのＤＬ数（記述言語別）
全体 大学等 企業 民間
論文全体
平均値 5.14 1.13 0.34 1.69 
中央値 3.00 0.00 0.00 1.00 
和文
平均値 6.73 1.61 0.49 2.37 
中央値 4.00 1.00 0.00 1.00 
英文
平均値 3.53 0.65 0.19 1.00 
中央値 2.00 0.00 0.00 0.00 
表紙・目次
平均値 12.48 1.95 0.79 4.60 
中央値 7.00 1.00 0.00 3.00 
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全体及びアクセス元ドメイン種別ごとのＤＬ数（記述言語別）
全体 大学等 企業 民間
論文全体
平均値 5.14 1.13 0.34 1.69 
中央値 3.00 0.00 0.00 1.00 
和文
平均値 6.73 1.61 0.49 2.37 
中央値 4.00 1.00 0.00 1.00 
英文
平均値 3.53 0.65 0.19 1.00 
中央値 2.00 0.00 0.00 0.00 
表紙・目次
平均値 12.48 1.95 0.79 4.60 
中央値 7.00 1.00 0.00 3.00 
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参照元種別ごとのＤＬ数（記述言語別）
直接ＤＬ
リポジトリ
内部
サーチ
エンジン
その他
論文全体
平均値 0.67 3.85 0.56 0.06 
中央値 0.00 2.00 0.00 0.00 
和文
平均値 0.85 5.01 0.79 0.08 
中央値 0.00 3.00 0.00 0.00 
英文
平均値 0.49 2.67 0.32 0.04 
中央値 0.00 2.00 0.00 0.00 
表紙・目次
平均値 2.66 1.00 8.75 0.05 
中央値 1.00 0.00 5.00 0.00 
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参照元種別ごとのＤＬ数（記述言語別）
直接ＤＬ
リポジトリ
内部
サーチ
エンジン
その他
論文全体
平均値 0.67 3.85 0.56 0.06 
中央値 0.00 2.00 0.00 0.00 
和文
平均値 0.85 5.01 0.79 0.08 
中央値 0.00 3.00 0.00 0.00 
英文
平均値 0.49 2.67 0.32 0.04 
中央値 0.00 2.00 0.00 0.00 
表紙・目次
平均値 2.66 1.00 8.75 0.05 
中央値 1.00 0.00 5.00 0.00 
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JP・非JP別のＤＬ数（記述言語別）
jpドメインから 非jpドメインから
論文全体
平均値 3.04 0.97 
中央値 1.00 0.00 
和文
平均値 4.72 0.77 
中央値 3.00 0.00 
英文
平均値 1.33 1.17 
中央値 1.00 0.00 
表紙・目次
平均値 9.31 1.39 
中央値 4.00 1.00 
順位 タイトル 著者 出版年 DL数
1一般化ぷよぷよのNP完全性 (計算機科学基礎理論とその応用) 松金, 輝久 / 武永, 康彦 2005 226
2関孝和の行列式の再検討 (数学史の研究) 佐藤, 賢一 2004 218
3
金利期間構造モデルとカルマンフィルター : Frank de Jong and 
Pedro Santa-Clara 論文に対するコメント(不確実性の下での意思
決定と数理モデル)   
山下, 晃一郎 / 宮崎, 浩
一 2006 171
4
17世紀日本と18-19世紀西洋の行列式、終結式及び判別式(数学
史の研究)
後藤, 武史 / 小松, 彦三
郎 2004 140
5
On Law Invariant Coherent Risk Measures : Mathematical 
Finance (Mathematical Economics) 
楠岡, 成雄 2001 129
6
擬似乱数検証ツールの調査開発(確率数値解析に於ける諸問
題,VI)
丹羽, 朗人 / 栃窪, 孝也 2004 117
7
多目的割当問題のミニマックス最適化(不確実性の下での意思決
定と数理モデル)
ノムシリ, ウィーラユット / 
山田, 武夫 2006 108
8
時間領域音響計算に用いるcompact差分と多段階積分法の最適
化(複雑流体の数理とシミュレーション)
岩津, 玲磨 / 鶴, 秀生 2007 98
9
シェルモデル乱流の不安定周期解(乱れの発生,維持機構および
統計法則の数理)
加藤, 整 / 山田, 道夫 2002 89
10
疑似乱数生成器の安全性とモンテカルロ法(確率数値解析に於け
る諸問題,VI)
杉田, 洋 2004 84
数理研講究録・DL数上位10位
順位 タイトル 直接DL
リポジトリ
内
サーチ
エンジン
1一般化ぷよぷよのNP完全性 (計算機科学基礎理論とその応用) 37 178 3
2関孝和の行列式の再検討 (数学史の研究) 54 89 50
3
金利期間構造モデルとカルマンフィルター : Frank de Jong and Pedro 
Santa-Clara 論文に対するコメント(不確実性の下での意思決定と数理モデ
ル)   
18 83 68
4
17世紀日本と18-19世紀西洋の行列式、終結式及び判別式(数学史の研
究) 19 111 9
5
On Law Invariant Coherent Risk Measures : Mathematical Finance 
(Mathematical Economics) 15 110 1
6擬似乱数検証ツールの調査開発(確率数値解析に於ける諸問題,VI) 22 4 91
7
多目的割当問題のミニマックス最適化(不確実性の下での意思決定と数理
モデル) 9 63 36
8
時間領域音響計算に用いるcompact差分と多段階積分法の最適化(複雑流
体の数理とシミュレーション) 24 57 16
9
シェルモデル乱流の不安定周期解(乱れの発生,維持機構および統計法則
の数理) 15 12 60
10
疑似乱数生成器の安全性とモンテカルロ法(確率数値解析に於ける諸問
題,VI) 10 12 60
数理研講究録・DL数上位10位
出版年とダウンロード数
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出版年とダウンロード数
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「東南アジア研究」
41
東南アジア研究（登録数２位）・概要
コンテンツ 平均DL リポジトリ内サーチエンジン
和文 1,691 14.5 2.0 9.7 
英文 539 70.0 3.3 46.2 
全体 2,230 27.9 2.3 18.5 
「木材研究」
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木材研究（登録数６位）・概要
コンテンツ 平均DL リポジトリ内サーチエンジン
和文 307 23.9 2.1 18.7 
英文 391 65.1 2.8 47.7 
全体 699 46.9 2.5 34.9 
「經濟論叢」
43
經濟論叢（登録数４位）・概要（ほとんど和文）
コンテンツ 平均DL リポジトリ内サーチエンジン
全体 880 24.0 7.6 12.0
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京都大学結核胸部疾患研究所紀要
（継続前誌とあわせて登録数５位）
概要（大部分は和文）
コンテンツ 平均DL リポジトリ内サーチエンジン
全体 826 23.1 1.0 18.5 
「京都大学結核胸部疾患研究所紀要」
「The Review of Physical Chemistry of Japan」
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The Review of Physical Chemistry of Japan
（登録数９位）・概要（ほとんど英文）
コンテンツ 平均DL リポジトリ内サーチエンジン
全体 609 54.4 3.1 38.4
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まとめ（１）
• 機関リポジトリ全体を見ると・・・
–自宅等からの利用が主
–アクセス方法はサーチエンジンが主
–日本人は日本語を、海外からは英語を利用
–古い論文でもよく読まれる
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まとめ（１）
• 機関リポジトリ全体を見ると・・・
–自宅等からの利用が主
– アクセス方法はサーチエンジンが主
–日本人は日本語を、海外からは英語を利用
–古い論文でもよく読まれる
⇒学術情報の垣根を下げる
⇒日本の論文の再発見
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まとめ（２）
• 分野・雑誌を分けて見ると・・・
–利用者・言語・アクセス方法の関係は多様
ex）数理研講究録は英語論文も日本からの利用が主
–サーチエンジンからのアクセスが主であることは
多くの雑誌に共通（特に英語論文）
49
残る疑問と今後の課題
• なぜ数理研講究録のサーチエンジンからの
利用は少ないのか？？
–リポジトリ内からの利用はある（読みたい人は
いる）、テキスト化もされている
–利用者層の問題？（数学者はサーチエンジンを
使わない／数学者以外は読まない？）
–テキスト化手法の問題？
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